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議事日程 

  平成17年６月７日 午前10時 開 会 

 日程第１ 

  会議録署名議員の指名 

 日程第２ 

  会期の決定 

 日程第３ 

  議第８号議案 大洲市議会委員会条例の一 

         部改正について 

  （提案理由説明、質疑、討論、表決） 

 日程第４ 

  議第９号議案 地方六団体改革案の早期実 

         現に関する意見書の提出に 

         ついて 

  議第10号議案 地方議会制度の充実強化に 

         関する意見書の提出につい 

         て 

  （提案理由説明、質疑、討論、表決） 

 日程第５ 

  第67号議案 平成17年度大洲市一般会計補 

        正予算（第１号） 

  第68号議案 平成17年度大洲市国民健康保 

        険特別会計補正予算（第１ 

        号） 

  第69号議案 平成17年度大洲市国民健康保 

        険診療所特別会計補正予算 

        （第１号） 

  第70号議案 平成17年度大洲市老人保健特 

        別会計補正予算（第１号） 

  第71号議案 平成17年度大洲市介護保険特 

        別会計補正予算（第１号） 

  第72号議案 平成17年度大洲市介護サービ 

        ス事業特別会計補正予算（第 

        １号） 

  第73号議案 平成17年度大洲市簡易水道事 

        業特別会計補正予算（第１ 

        号） 

  第74号議案 平成17年度大洲市港湾施設事 

        業特別会計補正予算（第１ 

        号） 

  第75号議案 平成17年度大洲市土地区画整 
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        理事業特別会計補正予算（第 

        １号） 

  第76号議案 平成17年度大洲市農業集落排 

        水事業特別会計補正予算（第 

        １号） 

  第77号議案 平成17年度大洲市公共下水道 

        事業特別会計補正予算（第１ 

        号） 

  第78号議案 平成17年度大洲市温泉事業特 

        別会計補正予算（第１号） 

  第79号議案 平成17年度大洲市水道事業会 

        計補正予算（第１号） 

  第80号議案 平成17年度大洲市病院事業会 

        計補正予算（第１号） 

  第81号議案 大洲市人事行政の運営等の状 

        況の公表に関する条例の制定 

        について 

  第82号議案 大洲市国民健康保険税条例の 

        一部改正について 

  第83号議案 大洲市簡易水道及び飲料水供 

        給事業等使用条例の一部改正 

        について 

  第84号議案 財産の貸付について 

  第85号議案 辺地に係る公共的施設の総合 

        整備計画について 

  第86号議案 大洲市過疎地域自立促進計画 

        について 

  第87号議案 八幡浜・大洲地区広域市町村 

        圏組合規約の変更について 

  第88号議案 平成16年度大洲市歳入歳出決 

        算の認定について 

  第89号議案 平成16年度長浜町歳入歳出決 

        算の認定について 

  第90号議案 平成16年度肱川町歳入歳出決 

        算の認定について 

  第91号議案 平成16年度河辺村歳入歳出決 

        算の認定について 

  第92号議案 平成16年度大洲市企業会計決 

        算の認定について 

  第93号議案 平成16年度長浜町企業会計決 

        算の認定について 

  第94号議案 専決処分した事件の報告並び 

        に承認を求めることについて 

  （提案理由説明） 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

本日の会議に付した事件 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 日程第２ 会期の決定 

 日程第３ 議第８号議案 

 日程第４ 議第９号議案、議第10号議案 

 日程第５ 第67号議案～第94号議案 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
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〔開会に先立ち表彰状・感謝状の伝達・披露〕 

午前10時09分 開 会 

○田中堅太郎議長 ただいまから平成17年大洲

市議会第４回定例会を開会いたします。 

   ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○田中堅太郎議長 市長より議会招集のあいさ

つがあります。 

○大森隆雄市長 議長 

○田中堅太郎議長 大森市長 

〔大森隆雄市長 登壇〕 

○大森隆雄市長 おはようございます。開会あ

いさつに先立ちまして、ＪＲ福知山線の脱線事

故について、一言申し上げます。 

 御案内のように４月25日、107人ものとうと

い命が一瞬にして失われ、500人を超える乗客

が負傷するという極めて重大な列車事故が発生

いたしました。その後、問題化しましたＪＲ西

日本の社員教育のあり方や不適切な事態を発生

させた社員としての危機意識の希薄さは、防災

対策を担当する行政組織に置きかえてみます

と、全く無縁のことと言い切ることはできませ

ん。 

 ふだん、何げなく思っております起こらない

だろうという意識を起こり得ることとしてとら

え、そのための備えに万全を期することの重要

性を再認識させられた次第でございます。 

 ここに輸送を担う企業の安全最優先を強く求

め、改めて市民の皆様とともに、謹んで亡くな

られました方々の御冥福と負傷されました皆様

の一日も早い御回復をお祈り申し上げたいと存

じます。 

 さて、本日、第４回定例会を招集いたしまし

たところ、議員各位におかれましては何かと御

多用の中、御出席を賜りましてまことにありが

とうございます。心より厚く御礼を申し上げま

す。 

 本議会におきましては、平成17年度の補正予

算案を初め条例関係、旧市町村における決算の

認定等、当面する市政の重要案件について御提

案申し上げているところであります。 

 御案内のとおり、依然として厳しい財政状況

下ではありますが、当初の骨格予算をもとに周

辺地域にも目を向け、新市建設計画の具体化に

十分とは申せませんが、私なりのカラーを出

し、可能な限り方向をあらわしたつもりでござ

います。 

 それぞれの議案内容につきましては、後ほど

提案理由の中で順次御説明申し上げたいと存じ

ますので、何とぞよろしく御審議を賜りますよ

うお願いを申し上げます。 

 なお、先ほど伝達・披露がございましたとお

り、市議会議員として長年にわたり地方自治の

発展に寄与されました有友正本、向井敏憲、宮

本喜一郎、中野忠重、岡昇平の各議員さん

が、全国市議会議長会会長表彰の栄に浴された

のを初め、同じく山下勝利、岡昇平の両議員

さんが四国市議会議長会会長表彰の栄に浴され

ました。また、全国市議会議長会社会文教委員

会副委員長として会運営の重責を担われました

田中議長さんには、その使命達成に尽くされた

御功績により同会長より感謝状が贈呈されたと

ころでございます。 

 それぞれの皆様に改めて敬意を表しますとと

もに、その御栄誉に対しまして心よりお喜びを

申し上げます。 

 あわせまして、今後ますます御活躍を賜りま

すよう御祈念し、今定例会招集のごあいさつと

させていただきます。どうぞよろしくお願いを

申し上げます。 

   ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○田中堅太郎議長 これより本日の会議を開き

ます。 

   ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○田中堅太郎議長 日高照友議員ほか11名から

議第８号議案が、同じく日高照友議員ほか10名

から議第９号議案及び議第10号議案が、また市

長より第67号議案から第94号議案までの議案

28件の提出がありましたので、報告いたしま
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す。 

 次に、前定例会以降における諸般の報告はお

手元に配付のとおりでありますので、ごらん願

います。 

 なお、閉会中、議長において受理いたしまし

た陳情22件につきましては、請願・陳情文書表

としてお手元に配付しておりますから、御了承

願います。 

 本日の議事日程は、お手元に配付してあると

おりであります。 

   ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○田中堅太郎議長 まず、日程第１、会議録署

名議員の指名を行います。 

 本日の会議録署名議員に17番水本保議員、

18番下岡節久議員を指名いたします。 

   ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○田中堅太郎議長 次に、日程第２、会期の決

定を議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 この定例会の会期は、本日から６月29日まで

の23日間といたしたいと思います。これに御異

議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○田中堅太郎議長 御異議ないものと認め、会

期は本日から６月29日までの23日間とすること

に決定いたしました。 

 なお、今定例会の会期中における会議の予定

は、お手元に配付の会期日程のとおりでありま

す。 

   ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○田中堅太郎議長 次に、日程第３、議第８号

議案大洲市議会委員会条例の一部改正について

を議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本件につきましては、会議規則第37条第２項

の規定により、提案理由の説明を省略したいと

思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○田中堅太郎議長 御異議ないものと認め、提

案理由の説明を省略することに決定いたしまし

た。 

 本件に対する質疑は、発言通告がありませ

ん。したがって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 本件につきましては、会議規則第37条第２項

の規定により、委員会への付託を省略したいと

思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○田中堅太郎議長 御異議ないものと認め、委

員会への付託を省略することに決定いたしまし

た。 

 本件に対する討論は、発言通告がありませ

ん。したがって討論を終結いたします。 

 これより採決を行います。 

 第８号議案大洲市議会委員会条例の一部改正

についてを採決いたします。 

 この議案を原案可決することに賛成の議員の

起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○田中堅太郎議長 お座りください。 

 起立全員であります。したがってただいまの

議案は原案のとおり可決されました。 

   ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○田中堅太郎議長 次に、日程第４、議第９号

議案及び議第10号議案の議案２件を一括して議

題といたします。 

 この際、事務局長に議案を朗読させます。 

○西山隆夫事務局長〔議第９号議案、議第10号

議案朗読〕 

○田中堅太郎議長 お諮りいたします。 

 本件につきましては、会議規則第37条第２項

の規定により、提案理由の説明を省略したいと

思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○田中堅太郎議長 御異議ないものと認め、提

案理由の説明を省略することに決定いたしまし

た。 

 本件に対する質疑は、発言通告がありませ
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ん。したがって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 本件につきましては、会議規則第37条第２項

の規定により、委員会への付託を省略したいと

思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○田中堅太郎議長 御異議ないとものと認め、

委員会への付託を省略することに決定いたしま

した。 

 本件に対する討論は、発言通告がありませ

ん。したがって討論を終結いたします。 

 これより採決を行います。 

 まず、議第９号議案地方六団体改革案の早期

実現に関する意見書の提出についてを採決いた

します。 

 この議案を原案可決することに賛成の議員の

起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○田中堅太郎議長 起立全員であります。した

がってただいまの議案は原案のとおり可決され

ました。 

 次に、議第10号議案地方議会制度の充実強化

に関する意見書の提出についてを採決いたしま

す。 

 この議案を原案可決することに賛成の議員の

起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○田中堅太郎議長 起立多数であります。した

がってただいまの議案は原案のとおり可決され

ました。 

   ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○田中堅太郎議長 次に、日程第５、第67号議

案から第94号議案までの議案28件を一括して議

題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

○大森隆雄市長 議長 

○田中堅太郎議長 大森市長 

〔大森隆雄市長 登壇〕 

○大森隆雄市長 それでは、ただいまより提案

しております平成17年度一般会計補正予算を初

め当面する市政の諸案件につきまして御審議を

お願い申し上げるのでありますが、これに先立

ちましてその概要を申し述べ、議員各位を初

め、市民の皆様方の御理解と御協力を御願いす

る次第であります。 

 さて、私はさきの３月議会において市政運営

の基本理念を申し上げ、新大洲市のまちづくり

の方向性をお示ししたところでありますが、そ

ういった中で、４月１日付の人事異動において

は、一部組織・機構の見直しを行うとともに、

旧市町村間の職員交流を図り、職場と職員の意

識に緊張感を持たせ、行政推進能力の向上を図

ったところであります。 

 また、県内での市町村合併も進み、３月末に

は新八幡浜市が、４月１日には新伊予市、新伊

方町が誕生し、今後は８月予定の新宇和島市の

発足を残すのみとなっております。 

 これにより、70市町村あった自治体は11市９

町の20自治体に再編され、それぞれ地域の問題

を抱えながら、地方分権時代にふさわしい自治

体を目指しているところであります。 

 私も新大洲市の初代市長として、厳しい財政

状況の中ではありますが、「きらめき創造大洲

－みとめあい さええあう 肱川流域都市－」

を目指し、住民と行政が力を合わせ、美しい自

然環境の中で暮らし、心豊かな生活ができる新

市の創造を図ってまいりたいと考えておりま

す。 

 さて、今国会では小泉首相が最重要課題と位

置づけている郵政民営化関連６法案が審議され

ております。与党内部にも反対の声もある中、

激しい論戦が展開されており、国民の生活に直

接関係する案件だけに、私も重大な関心を持っ

て、その成り行きを見守っているところであり

ます。 

 また、経済面では、ことしの１月ないし３月

期のＧＤＰ（国内総生産）の速報値が、前期比

1.3％増、年率換算で5.3％増と高い伸びを示し
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ました。これは個人消費の高い伸びが主な要因

となっておりますが、これがいつまで続くか、

不透明な状況で、緩やかな景気回復は感じられ

るものの、予断を許さない状況に全く変わりは

なく、今後の動向に注目していく必要があると

思っております。 

 こうした中、国が行っている三位一体改革は

着実に実行され、昨年度の地方交付税枠は確保

したいと言いながらも、厳しい財政環境の中に

あることには変わりなく、今後ますます財政健

全化に向けた取り組みが必要と考えておりま

す。 

 この機会に、平成16年度の決算状況につきま

して御報告申し上げます。 

 合併前の旧市町村の打ち切り決算につきまし

ては、今議会に御提案申し上げているところで

ありますが、新市における決算につきましては

厳しい財政状況の中、一般会計におきましては

財政調整基金等の取り崩しによる財源確保を行

うなど、厳しい財政運営を強いられましたが、

黒字決算を維持することができました。 

 特別会計及び企業会計におきましても、一部

会計を除きまして黒字決算となりましたことを

御報告申し上げます。 

 それでは、今回提案しております議案につき

まして、順次その概要を御説明申し上げます。 

 今年度の当初予算につきましては、私も就任

直後ということもあり、人件費、扶助費、公債

費及び維持管理費など義務的な経費を主体とし

た骨格予算にとどめ、その他の政策的予算につ

きましては補正予算をもって肉づけをしてまい

りたいと３月議会で申し上げておりました。 

 その意味で、今回の予算は、合併してよかっ

たと思える大洲市を築く第一歩となる予算であ

り、事業の必要性、緊急度や投資効果等を精査

して取捨選択を行い、優先順位による事業実施

に努めるとともに、内部管理経費の削減を徹底

し、限られた財源の有効活用に努めながら、新

大洲市の均衡ある発展を図るために、私なりに

最大限の努力を払って編成したものでありま

す。 

 また、三位一体改革の影響などにより、非常

に厳しい財政状況の中での編成ではあります

が、新大洲市におけるまちづくりに向け、生活

基盤の整備などに必要な予算を計上いたしまし

た。 

 まず、一般会計補正予算案でありますが、補

正額は34億7,336万2,000円であります。これに

より本年度の一般会計予算総額は246億7,336万

2,000円となり、前年度旧４市町村の６月補正

予算後の合算額と比較いたしますと6.0％減と

なるものであります。 

 それでは、主な施策につきまして申し上げま

す。 

 まず、総務費でございます。 

 ことし４月の機構改革により行政改革推進課

を新たに設置し、厳しい行財政環境の中で、多

様なニーズに対応しながら、真に実効性のある

行財政改革に取り組む体制を整えましたが、今

回、職員定数や事務事業の見直しなど、効率的

な行財政運営に向けた新大洲市行財政改革大綱

を策定するために必要な予算を計上いたしまし

た。 

 地域審議会は、市町村の合併の特例に関する

法律に基づき設置され、新市建設計画の執行状

況や変更などについて、市長の諮問に応じて審

議するとともに、必要事項について市長に意見

を述べることができる制度であります。合併協

議において旧市町村ごとに４つの地域審議会を

設置することが合意されており、今回その開催

等に必要な所要の予算を計上いたしました。 

 また、合併に伴い、市役所の組織や手続など

が変更されております。市民の皆様が戸惑いな

く、問い合わせや手続ができるよう新大洲市の

窓口や制度、手続などをわかりやすく掲載した

「市民便利帳」を作成し、全戸配布することと

いたしております。 

 女性の社会参画を促進し、男女共同参画社会
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をつくることは少子・高齢化など急速な社会変

化に対応し、豊かな活力ある社会を築くために

必要な課題であります。そのため、大洲市男女

共同参画推進条例に基づき、身近な施策を展開

していくための基本計画を策定することとし、

必要な所要の予算を計上いたしました。 

 次に、長浜地区の水族館建設についてであり

ます。 

 私は水族館と言われる施設には、いろいろな

考え方や多様な選択肢があるものと考えており

ます。さきの議会で、財政の健全化や中・長期

財政計画に配慮しながら、事業の実施主体や施

設の規模、内容、運営計画など、調査研究を行

っていきたいと申し上げておりましたが、今

回、職員による「ながはま水族館等海浜構想検

討班」を立ち上げ、近隣自治体における施設の

実態調査等を実施し、水族館や海水浴場などの

浜辺空間のありようを含め、調査研究すること

といたしました。 

 住民の連帯感を培い、快適で触れ合いのある

地域をつくるため、コミュニティー施設の整備

を進めてまいりたいと考えておりますが、今

回、諸条件が整いましたので、上須戒松久保地

区の集会所建設につきまして、これを進めるこ

とにいたしました。 

 また、老朽化が著しい八多喜中場地区及び長

浜町沖浦小浦地区集会所の修繕を行うととも

に、地元集会所の整備につきましても新築１

件、修繕２件について助成を行うことといたし

ました。 

 次に、民生費について申し上げます。 

 まず、児童福祉についてであります。 

 少子・高齢化、核家族化による家庭における

保育機能の低下など、社会構造が急速に変化し

ており、児童福祉ニーズの多様化は、さらに進

むものと予想されます。 

 このため、子育て支援の中核を担う保育所に

つきましても厳しい財政状況の中、真に必要な

保育サービスを実施するため、「保育問題検討

委員会」を設置し、保育所の民営化や統廃合、

また運営の効率化等を総合的に検討し、多様化

する保育ニーズに対応するとともに、効率的な

保育所運営を目指してまいりたいと考えており

ます。 

 また、我が国の社会保障制度の中核として市

町村が運営しております国民健康保険、老人保

健及び介護保険の各会計に対して、今年度運営

経費の財源として所要の繰出金を措置いたしま

した。 

 次に、衛生費について申し上げます。 

 安全で安定した飲料水の確保は、市民生活に

おいて最も大切で重要な生活の基盤でありま

す。上水道などの給水区域外で、国・県の補助

対象事業として採択されないものについては、

市単独で飲料水供給施設の整備に対して助成し

ておりますが、今回、柳沢地区の２カ所に対

し、所要の補助金を計上し、日常生活に欠かせ

ない飲料水の確保を支援することといたしまし

た。 

 また、簡易水道事業特別会計に対して所要の

繰り出しを行い、蔵川地区で平成18年度、平成

19年度の２カ年事業で計画する簡易水道建設の

推進を図ることといたしました。 

 また、市町村合併により新たに策定が必要と

なりました一般廃棄物処理基本計画を策定し、

長期的、総合的視点に立ったごみの排出抑制な

ど、ごみの適正処理を進めてまいります。 

 次に、農林水産業費について申し上げます。 

 農林水産業を取り巻く環境は、担い手の高齢

化や後継者不足など、依然として厳しい環境下

にあります。しかしながら、農林水産業は環境

保全や食糧の安定供給という多面的で大切な使

命を担っており、積極的に対処していきたいと

考えております。 

 まず、中山間地域等直接支払交付金でありま

すが、中山間地域における耕作放棄地の発生防

止と農地の多面的機能の維持向上を図るため、

平成17年度から平成21年度まで制度存続が決定
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されましたことから、今回所要の予算措置をい

たしました。 

 次に、農業振興につきましては、農業用ハウ

ス等の廃プラスチックの適正処理を図るために

助成措置を講ずるとともに、ミカン産地再編緊

急対策事業として、長浜地区においてミカン、

伊予カンの優良品種産地づくり等を推進するた

めに必要な予算措置をいたしております。 

 また、長浜地区の主要な農産物であるミカン

に害虫が発生し、拡大しております。このた

め、その徹底した防除対策を支援するため、今

年度から３カ年間、防除費用の一部を助成する

ことにいたしました。 

 農業基盤の整備につきましては、肱川地区と

河辺地区において平成13年度から継続実施中の

県営中山間地域総合整備事業により、営農飲雑

用水整備事業及び農業集落道整備事業等を実施

するとともに、基盤整備促進事業として上影地

地区農道及び農道出海岡ノ越線の整備など、生

産基盤の整備に必要な予算措置をいたしまし

た。 

 次に、林業の振興につきましては、近年の木

材価格の低迷による生産活動の停滞や林業従事

者の高齢化などにより、森林施業の不十分な放

置林が発生しておりますので、森林の有する多

面的機能の発揮を図るため、森林所有者等によ

る地域活動に対して支援する森林整備地域活動

支援交付金を市内26団地、約2,390ヘクタール

を対象に交付することにいたしました。 

 また、水源の森林づくり実施事業費補助金と

して、活力水源林誘導事業や広葉樹導入促進事

業に所要の予算を計上し、水源涵養機能を有す

る質の高い森林の整備を図るとともに、間伐の

促進強化のための所要の予算措置を講じ、林業

の振興に取り組んでまいります。 

 合併により、大洲市は全国有数のシイタケの

生産地となりました。これを契機に、生産者と

消費者の交流を図り、生産拡大と消費拡大のた

めのイベントが計画されておりますので、これ

を支援するとともに、シイタケの生産振興を図

るため、種ごま代の一部について助成すること

にいたしました。 

 また、昨年度のたび重なる台風により、市内

各所の森林に倒木等の被害が発生しておりま

す。このため、国庫補助事業とならない比較的

小規模の被災森林を対象に、倒木処理及び植栽

経費の一部を助成し、森林の保全育成を図るこ

とといたしました。 

 次に、林業基盤の整備につきましては、合併

前に各市町村で実施しておりました林道開設等

の事業を継続して実施するため、所要の予算措

置をいたしております。 

 また、大洲市森林組合が行う林業機械の導入

に対して助成し、林業経営の合理化を促進し、

森林管理の適正化を推進してまいります。 

 水産業の振興につきましては、旧長浜町での

事業を継続し、漁港や魚礁等の整備のために必

要な所要の予算を計上いたしました。 

 今後とも豊かで安定した漁場の整備等によ

り、生産性の向上と漁業経営の安定化を図って

まいります。 

 次に、商工費について申し上げます。 

 肱南地区の再整備につきましては、さまざま

な検討を行ってまいりましたが、昨年度、旧油

屋跡地を公設民営の手法により「肱南憩いの

里」として整備し、大洲城天守閣や肱川を展望

し、大洲の文化や風土に浸りながら、飲食や休

憩ができる施設が完成いたしました。今年度

は、現在、思い出倉庫とポコペン横丁として活

用している区域を「昭和の暮らしと文化体験ゾ

ーン」として再整備し、その魅力を拡大し、大

洲城天守閣などからの周遊等を促してまいりま

す。 

 一方、おおず赤煉瓦館においても「えひめ町

並み博2004」の成果を継承するため、夏から秋

の観光シーズンに「懐かしのシネマコレクショ

ン」及び「昭和・大正浪漫引き札コレクション

展」等の特別展示を開催し、思い出倉庫等の昭
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和レトロと連続した明治、大正時代の雰囲気を

演出し、にぎわいや地域の歴史的魅力を創出す

ることといたしました。 

 これにより、市内外からの集客を図り、地域

の活性化につなげたいと考えております。 

 また、新谷商工会と常磐町下商店会が計画す

る街路灯整備に対して助成し、商店街の環境整

備を図り、市街地の商業振興を図ることといた

しました。 

 次に、土木費について申し上げます。 

 道路網の整備は、南予の中核都市を目指す本

市の骨格となる基盤であり、引き続き重点施策

として取り組んでまいりたいと考えておりま

す。 

 このため、四国縦貫自動車道のアクセス道路

となります市道大洲徳森線及び東大洲11号線の

道路改良事業につきまして、引き続き所要の予

算を計上し、早期完成に向けて努力してまいり

ます。 

 また、日常生活道路につきましても県費補助

道路整備事業３路線、地域振興整備事業２路

線、辺地対策事業12路線、過疎対策事業11路線

につきまして整備を図ることにいたしました。 

 そのほか市単独の道路改良工事費やブルドー

ザー改良事業及び原材料費を追加し、中山間地

域の生活環境の改善に努めるとともに、市道の

維持補修につきまして対応することにいたしま

した。 

 さらに、菅田地区の堤防整備にあわせて板野

橋のつけかえなど、市道天貢線の整備に所要の

予算を計上いたしました。 

 また、がけ崩れ防災対策事業につきましても

所要額を計上し、市民生活の安全確保を図って

まいります。 

 都市計画につきましては、新市誕生により、

新たな都市マスタープランを今年度からの２カ

年で策定し、長期的視点による都市の将来像を

明確にし、新しい都市づくりの指針としてまい

ります。 

 また、肱川河川整備計画の推進を図るため、

大和（郷）地区土地区画整理事業に所要の予算

措置を行うとともに、対岸の上老松地区の土地

区画整理事業を実施するための設計費を計上す

るなど、事業推進に努めてまいります。 

 次に、地方拠点都市大洲拠点地区である東大

洲地区では、冠水被害軽減対策計画に基づき、

盛り土規制や二線堤を兼ねた市道の整備等を進

め、適正な都市開発に努めてまいりました。二

線堤が完成し、外水に対する治水安全度が向上

したことから、内水による浸水被害の軽減を図

るため、貯留施設の機能をあわせ持った都市公

園「ふれあいパーク」の整備を行うことといた

しました。 

 この地区は、大洲市の新しい東の玄関口とし

て急速に発展しており、地理的にも新市におけ

る各地域からの結節点となっております。この

ことから、新市における一体性の速やかな確立

に資するとともに、レクリエーションの場を提

供しながら、水害時における貯留効果により治

水安全度を高め、より一層の経済活動の促進と

地域の価値を高めようとするものであります。 

 また、城山公園につきましては、都市景観形

成のシンボルである大洲城天守閣復元事業にあ

わせ、都市計画決定された約４ヘクタールのう

ち、2.1ヘクタールを平成15年度から５カ年計

画で整備しておりますが、計画に基づき今年度

事業費として用地購入費を初め、園路、広場整

備を行うため所要の予算を計上いたしました。 

 次に、消防費について申し上げます。 

 消防団の組織につきましては、旧市町村ごと

に４つの方面隊として再編されております。消

防団の装備につきましては、順次更新しながら

充実を図り、より一層の消防団の活性化を図っ

てまいりたいと考えておりますが、今回、他の

方面隊と比較し、古くなっております肱川方面

隊の訓練服を全面的に更新することにいたしま

した。 

 また、消防団の施設整備につきましても計画
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に基づき順次整備しておりますが、今回、肱川

方面隊正山分団の消防ポンプ積載車の更新を行

い、地域消防の充実強化を図ることにいたしま

した。 

 また、災害時の避難場所を明らかにする災害

避難所への標識設置につきましては、旧大洲市

を除く旧３町村が未設置でありますことから、

３カ年で順次整備することとし、今回年次計画

による所要の予算措置をいたしております。 

 次に、教育費について申し上げます。 

 小学校における児童の問題行動等から、小学

校の生徒指導体制の充実が求められており、問

題行動の早期発見、早期対応や未然防止に関す

る調査研究のため、県からの委託事業として喜

多小学校に生徒指導推進協力員を配置し、その

効果等の実践的な研究を行うための予算を措置

いたしました。 

 また、市では遠距離通学児童・生徒の利便性

の向上等を図るため、９台のスクールバスを運

行しておりますが、蔵川地区から肱東中学校間

を運行しているスクールバス「あらまじ号」が

購入から14年が経過し、老朽化が進んだことか

ら、今回買いかえることにいたしました。 

 さらに、小・中学校の施設の改修、修繕など

につきましても、その緊急性などに配慮しなが

ら、適正な維持管理に必要な予算措置を行って

おります。 

 また、日本藤樹会全国研修大会が８月20日、

21日の２日間、大洲市で開催されますことか

ら、市民対象の講演会の開催経費について、そ

の一部を助成することにいたしました。 

 次に、災害復旧費について申し上げます。 

 平成16年度は災害が多発いたしましたが、昨

年度発生の公共土木施設の災害復旧費として災

害査定に基づき、道路33路線の復旧費を計上

し、早期復旧を図ることといたしました。 

 以上が一般会計補正予算案の歳出の主なもの

でありますが、その財源には市税、国・県支出

金及び市債等をもって充てることにいたしまし

た。 

 そのほか特別会計、企業会計補正予算案、条

例改正、その他合わせて28件を提案しておりま

すので、御審議をお願いする次第であります。 

 なお、土地開発公社が所有する阿蔵・高山用

地の問題について一言申し上げます。 

 御案内のように、この用地の有効利用を計画

するため、職員による整備検討班により改築が

必要となっている幸楽園や学校給食センターな

ど、公共施設用地としての利用や水源涵養機能

を有する森林公園や多目的広場の整備、また家

庭菜園つき住宅用地の供給などの計画が作成さ

れております。 

 しかしながら、その造成や施設の整備につき

ましては多額の事業費が必要となり、現在の財

政状況下においては事業の費用対効果などを見

きわめ、財政が破綻しないよう慎重に事業化を

図る必要があります。 

 一方、土地開発公社等の保有地の問題は、全

国的な課題となっていることから、国において

もその支援制度を創設し、支援に乗り出してお

ります。 

 その制度の概要を申し上げますと、土地開発

公社の設置自治体が、土地開発公社経営健全化

計画を策定し、県知事に提出いたします。この

計画が了承され、県知事から土地開発公社健全

化団体の指定を受けますと、健全化計画に基づ

き、自治体が土地開発公社の所有する用地を取

得する場合、また土地開発公社に利子補給する

場合などに、その費用が起債対象となり、また

特別交付税により経費の一部が補てんされるな

どの優遇措置を受けることができます。 

 私は、財政の状況などを総合的に勘案いたし

ますと、現状で全体構想を早期に事業化するこ

とは困難ではないかと思っております。そのた

め、この国の制度を利用し、一たん、阿蔵・高

山用地を市がすべて買い取ることにより、簿価

の上昇を抑え、土地利用を段階的に計画してい

くことが、現在での最良の方法ではないかと考
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えており、その方向でこの問題を処理してまい

りたいと思っております。 

 この制度を利用するためには、土地開発公社

経営健全化計画を今年度中に策定し、県知事に

提出する必要がありますので、早速、阿蔵・高

山用地を含めた土地開発公社が所有する用地の

縮減や用途変更を内容とした経営健全化計画の

策定に取り組んでまいりたいと考えておりま

す。 

 来年度には、阿蔵・高山用地を市で取得でき

るよう順次進めてまいりたいと考えております

ので、議員さん各位の御理解と御協力を御願い

申し上げまして、以上、今議会に提案いたしま

した諸議案につきまして、その概要を申し述べ

ましたが、よろしく御審議の上、適切な御議決

を賜りますようお願いを申し上げまして、私の

提案理由の説明とさせていただきます。どうぞ

よろしくお願いいたします。 

○田中堅太郎議長 以上で本日の日程を終了い

たしました。 

 お諮りいたします。 

 ６月８日から10日までの３日間は議事の都合

により休会にいたしたいと思います。これに御

異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○田中堅太郎議長 御異議ないものと認め、６

月８日から10日までの３日間は休会とすること

に決定いたしました。 

 なお、６月11日、12日の両日は市の休日で休

会となっております。６月13日午前10時から本

会議を開きます。 

 日程は、第67号議案から第94号議案までの議

案28件に対する質疑と市政全般に対する質問で

あります。 

   ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○田中堅太郎議長 本日はこれにて散会いたし

ます。 

午前10時57分 散 会 

   ～～～～～～～～～～～～～～～ 

 地方自治法第123条第２項の規定によりここ 

に署名する。 

 

  大洲市議会議長 

 

 

  大洲市議会議員 

 

 

  大洲市議会議員 
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